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西洋商業史・西洋経済史・経営史
一比較史学の系譜
鳥　羽　欽一郎
1　序
　本稿は，「商学部史」編纂の一助とLて，明治37年9月から開設された早稲
田大学商科本科におげる西洋商業史科目の設置とその内容，またこの科目のそ
の後の変遷の経緯を記そうとするものであ私
　もちろん，72年に及ぶその後の商学部の歴史の中で，西洋商業史という科巨
が独立して存続したわけではない。科目名としては，商業史として目本・西洋
を兼ねて講ぜられた期間が長いし，戦時中の一時期には，産業史と名称を変更
させられたこともあ私さらに戦後においては，商業史にかわって経済史とし
て講じられ，さらに西洋経済史・日本経済史の二科目に分化して今目に至ると
ともに，新しい学間領域として，今日では経営史という講座も設置されてい
る。
　従って，本稿の取り扱う範囲は，日本を含む（一般）商業史，さらには（一
般）経済史の講座と重複することになるが，すでに一般商業史については入交
好傍教授の「平沼淑郎博士生誕百年記念誌」（早稲田大学経済史学会編，昭和
39年11月14日刊）及び同教授稿「平沼淑郎博士伝補遣一拙著r平沼淑郎博士年
譜』を中心にして一」（商学部史（3）「早稲田商学」第249号，昭和50年3月刊）
があり，また日本経済史については，工藤恭吉教授の「横井時冬と早稲田大学
商科」（商学部史（3）r早稲田商学」第249号，昭和50年3月刊）がある。それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1159
　32
ゆえ本稿では，これらの論稿との重複を避け，あくまでもr西洋」についての
商業史，経済史，そして経営史の講座変遷の経緯をとりあげることとする。
　さらにまた，これらの科目は，商学部だげで講ぜられたものではない。たと
えぼ，古くは大学商科予科，さらには専門部商科，早稲田実業学校，そして早
稲田商業講義（所謂r早稲田講義録」）などにおいても，類似の講義が行われ
ている。しかし本稿では，これら傍系のものはしぱらくおき，明治37年に開設
された大学商科本科，及び大正9年の学制改革によってこれが名称を変更した
商学部を中心として，科目名および講座内容の変遷について記すことにする。
2　西洋商業史講座の変遷
　今日では既に忘れ去られた事実かもしれないが，西欧から目本への経済史の
導入に先鞭をつけたのは，まず商業史であった。実際，明治の前半にわが国で
翻訳された外国の経済史書のうち，その過半は商業史に関するものであった。
これは，当時の日本が国際貿易に大きた関心を払わねぱならたかったという事
情の，いわば反映でもあった。したがって，明治37年に大学部商科が新設され
たとき，その主要科目の一つとして西洋商業史がおかれたのは，当然であっ
大といえようo
　いま，明治37年のr早稲田大学規則一覧」によって設立当初の学科表をみる
と，〔表I〕のごとくである。ここにみられるように，商業史は西洋・日本の
二つに分げられているが，このうち，日本商業史を担当したのは文学博士横井
時冬であり，西洋商業史を担当したのは文学土平沼淑郎であった。
　横井時冬は東京専門学校の出身であり，この時45歳，既にその代表作『日本
’商業史』（明治31年刊）と『目本工業史』（明治30年刊）によって，著名な学著
であり，当蒔東京高等商業学校の教授であったが，大学部商科の開設に際L，
一（非常勤）講師として招かれ，教鞭をとることになった。他方，平沼淑郎は東
京犬学文学部政治学理財学科の卒業であり，大阪市助役，市立犬阪高等商業学
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〔表I〕「早稲田大学規則一覧」（明治37年）
ぶ第一年 第　　二　　年 第　　三　　年
経済学経済原論　　　　商業各論（陸運，海運）商業各論（保険取引所）　　　　商業各論（黎：鰐）貨幣諭銀行原論嚢穣：舞鱗論
商業学　商業史（西洋・日本）金融論，信託業論　内外経済時事
　　　　商業政策
財政学
法学民法要論
簿　　記　簿　　記
数　　学　珠暗算
財政学 同　上
憲　　法，商　　法　　　　　　　　　史法，国際公法国際私法
同　上
英語商業作文，商業会話，訳解同上
統計学
工業要綱
史　　学
応用科　商業実践
統計学
外交史
同　上
第二外国語i産那緊独語同上
峻暗襲（英文）
商業作文
訳　　解
工業要綱
同　上
1同上
第二学年以後に於いては，商業志望，外交官志望の二区別に随ひて，課目の選択を為
さしむ。叉第二外国語は随意科として惨むるを得しむ。
校教諭などを経て，1ケ年病気療養のため紀州に転地していたが，商科の新設
とともに招かれて早稲田大学（専任）講師となり，横井とならんで西洋商業史
を担当することになった。この時，41歳であった。
　こうLて，大学商科における商業史は，その当初目本商業史，西洋商業史の
二講座として開講したのであるが，不幸にして，横井は明治39年4月19日，
47歳の若さで病没する。したがって，それ以後は，平沼が日本と西洋を合併し
て，商業史という科目名で講義を担当することになる。しかし，手許にある大
学部商科の学科配当表をみると〔表皿〕，明治43年までは西洋商業史という講
座名のままで平沼が担当し，日本商業史は欠落しているので，横井死去のあと
明治43年までの4ケ年は，開設当初と同じ状態で続けられたものと考えられ
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〔羨■〕大学商科本科の講師及び受持学課目（明治42年9月～43年8月）
　交通論　　関税倉庫
　商業実践　　売買論
　独　　語
　銀行論　　貨幣論
　民　法
　関税政策　1英　語
　英　　語
　清　語
　取引所
　算　術（珠算）
　英　語
　簿　記　1　会計学
1財政学
　商業文（英文）
　実業活談
　工場経営
　植民政策
　民　法
　商　法
　独　　語
　独　　語
　独　　語
　保　　険
　清　語
　仏　語
　経済原論　1　商工経済
　民　法
　独　　語
1西洋商業史1英語
　工業要論
　交通論
　仏　語
　英　語
　商業文
　仏　語
　英　語
工162
英　語　ドクトル・オブ・フィロソフィー伊藤重治郎
英　語　　　　　　今井友次郎
　　　　　　早稲田大学法学士井上折治
英　　語
　ドクトル・オブ・フィロソフィー服部文四郎
　　　　　　　　　法学博土　仁井田　益太郎
　　　　　　　　　法学士犬隈信常
　　　　　　早稲田大学政学士大山郁夫
　　　　　　　　　　　　渡　　俊治
　　　　　　　　　法学博士河津　　邊
　　　　　　　　　　　　神尾錠吉
　ドクトル・オブ・フィロソフィー　吉　岡　源一郎
　　　　　　　　　商学土吉田良三
　　　マスター・オプ・アーツ田中穂漬
　　　　　　　　　農学士　武　信　由太郎
　　　　　　　　　法学博士土子金四郎
　　　　　　　　　　　　中村康之助
　　　　　　早稲田大学政学士　永　井　柳太郎
　　　　　　　　　法学博士　山　田　三　良
　　　　　　　　　法学土棚川勝二
　　　　　　　　　文学士山岸光宜
　　　　　　　　　　　　藤山治一
　　　　　　早稲田大学法学士　寺尾　元　彦
　　　　　　　　　法学博士　粟　津　清　亮
　　　　　　早稲田大学政学士青柳篤垣
　　　　　　　　　　　　安藤忠義
　　　　　　　　　法学博士　天　野　為　之
　　　　　　　　　法学士三瀦信三
　　　　　　早稲田犬学文学士　白　松　孝次郎
　　　　　　　　　文学士平沼淑郎
　　　　　　　　　　　　本橋弥八
　　　　　　　　　　　　関　　　　一
　　　　　　早稲田大学文学士　関　　　与三郎
　　　　　　　　　　　　杉山重義
　　　バチエラー・オヴ・ロース杉山令吉
　　　　　　　　　　　　杉田義雄
マスター・オブ・アーツ　シー・工7・スチーブソス
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る。商業史（日本・西洋）という合併Lた形で学科配当表に現れるのは，明治
45年からのことである。さらにまた，商業史として，（日本・西洋）という表
示を落した形で学科配当表に現れるのは，大正5年からのことであ乱
　こうして，横井の死後の商業史は，日本・西洋と併設することなく，科目名
の表示に若干の変更はあったものの，平沼が一人で担当し，日本と西洋の両老
をヵバーする形で講義を行った。そしてこれは，昭和13年8月14目，平沼博士
の死去まで続くのである。
3　西洋商業史の内容
　さて，平沼の西洋商業史・商業史の内容であるが，その初期には外書の紹介
の域を出たかったように思われる。たとえぱ，明治42年の大学部商科の学科配
当表によれば，平沼が担当している科目名はrウェブスター商業史」となって
いる。また，島田孝一教授の追想によれば，r大正4年の秋から同6年の初夏に
及ぶ期間には，私は学部の学生として二学年にわたってクライブ・ディの商業
史の講義を拝聴する機会をもったのである。先生の講義は，ただ原書を訳して
できるようなものではなく，その内容につき，あるいは時代の背景について，
該博な知識を基礎として興味深い講義がいつもつづけられたのであった」とい
うことなので（前述「平沼淑郎博士生誕百年記念誌」28頁），明治末から大正
初期・中期にかけての講義の内容は，海外の商業史の薯書にもとづき乍ら，こ
れを該博な知識によって補足L講述する，というものであったと考えられ乱
　事実，明治期の学老は，まだ専門化が余り進まなかったこともあって，その
知識は該博であった。平沼自身の商学部での講座も，西洋商業史，商業史のみ
ならず，のちには経済思想史，近世経済史，経済史，そして農業経済にまで及
んでいるが，こうした広い知識を有することが，明治の学老には必要だったの
である。いま，平沼の明治・大正・昭和期を通じての著作の主要なものをあげ
ると，下記のごとくである。
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1　「英国憲法新論」（シニルドソ・アモス原著）上・下編，忠愛杜，明治18
年
2　r英独仏三国官制」（内藤泰五共著）忠愛杜，明治19年
3　「通信教授論理学」普及杜，明治19年
4　「通信教授経済学」普及杜，明治20年
5　「新編教育学」内田老鶴圃，明治26年
6　r商業史」（早稲田大学講義録）早稲田大学出版部，明治39年
7　r近世商業史」（早稲田大学商科講義録）早稲田大学出版部，明治39年
8　「近世内外商業史」（早稲田大学講義録）早稲田大学出版部，明治40年
9　「日本商工歴史」（早稲田商業講義）早稲田大学出版部，明治42年
10　r応用経済」（早稲田大学政治経済科講義録）早稲田大学出版部，明治42年
11　r経済史概説」（「最近経済学進歩」の中）早稲田大学出版部，明治42年
12r戦後産業政策の根本如何」（服部文四郎編r戦後の経済政策』所収）宝
文館，大正5年
13　r杜会思想及杜会組織の研究」（菊池暁汀編）日新閣，大正8年
14　r戦後の経済問題」世界改造叢書，大正8年
15　「経済学史総説」大目本学術会，大正10年
16　rホレーシオ・ネルソソ」（訳）実業の日本，大正11年
17　「新陳500年」維新杜，大正12年
18　r金解禁の話」中和書院，昭和5年
19　「近世寺院門前町の研究」（入交好借編）早稲田大学出版部，昭和32年
　以上にみられるように，平沼の学的対象は広汎にわたっている。しかし，こ
の中で商学部での講義，商業史の基本となったのは，明治39年刊のr近世商業
史」である。したがって，いまここに，その目次内容を紹介することにしよ
う。
　ユ164
37
『近世商業史』目次（明治39年）
緒　論
第一章
第二章
第三章
第四章
第五章
第六章
第七章
交通機関の発達
度量衡，銭賀及信用の変遷
産業の発達
商工業杜会の趨勢
経済論の変遷及実業教育
列国の域外事業
貿易政策の変遷
　以上が明治39年度の西洋商業史の講義内容であるが，この講義がさらに発展
したものとして，明治41年の早稲田講義録に用いられたと考えられる『近世内
外商業史』のテキストがあるので，その目次をみると，次のごとくであ乱
　　　　　『近世内外商業史』目次（明治4ユ年）
概　論
第一章　商業関係の事情
　第一節　交通の発達
　第二節　度量衡銭賀及信用制度の沿革
　第三節　産業の発達
　　第一項　原始生産事業
　　第二項　加工生産事業
　第四節　杜会状態の変遷
　第五節　経済論の変遷及実業教育
　第六節　人口及領土
第二章　貿易政策及貿易
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第一節　千八百六十年以前の貿易政策
　第一項　英国の貿易政策
　第二項　荷蘭及白耳義の貿易政策
　第三項　仏蘭西の貿易政策
　第四項　独逸及瑛他利
　第五項　其の他の欧羅巴諸国
　第六項　北米合衆国
第二節　千八百六十年以後の貿易政策
　第一項　北米合衆国
　第二項　英吉利
　第三項　仏蘭西
　第四項　独逸及換他利
　第五項　荷　蘭
　第六項　白耳義
　第七項　瑞　西
　第八項　伊太利
　第九項　西班牙
　第十項　葡萄牙
第十一項
第十二項
第十三項
第十四項
第十五項
第十六項
スカソヂネギァ諸国
巴爾幹半島諸国及土耳古
露西亜
中米及南米諸国
支　那
日　本
さらに，大学商科本科で明治43年に用いられたテキスト『近世商業史』の目
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次をみると，以下のごとくである。
　　　　　　r近世商業史」目次（明治43年）
第一章　概　論
第二章　自由貿易時代の一
　第一節　保護政策時代の英国
　第二節　仏蘭西の王政
　第三節　十九世紀前半中の中部欧羅巴
　第四節　商工業を主とせる欧洲の諸小国
　第五節　欧洲の末製品産出国
　第六節　北米合衆国の発展
第三章　自由貿易蒔代の二
　第一節　カリフォーニア金鉱発見以後の北米合衆国
　第二節　自由貿易採用後の英国
　第三節　仏普戦争以前の仏蘭西
　第四節　関税大連合成立以後独乙の発達及壊他利
　第五節　他の欧羅巴諸国の状況
　第六節　極東の発達
　以上でよく判るように，平沼の商業史の講義内容は，西洋商業史を中心に，
これを漸次拡充しながら日本にも及ぶといった，比較史的煩向の強いものであ
ったことが判乱残念乍ら，早稲田大学図書館にはこの時期以後の講義内容を
示すものが残されていないので不明であるが，明治末期から大正期にかけての
講義が西洋を中心とLたものであったことは間違いない。
　また，昭和に入っての平沼は，その学的関心の中心を日本にうつし，入交好
脩編『近世寺院門前町の研究』にみられるように，門前町の研究に没頭する。
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したがって，その講義の中に目本商業史の占める比重が次第に増加したと思わ
れるのであるが，講義そのものは，日本に隈定されることなく，広く世界史的
な立場で商業史を講じたのであ私こうして，商学部におげる商業史の講義
は，西洋・日本を間わぬ比較史的なものとして長く行われ，これがまた，今目
の商学部における経済史・経営史に続く伝統となったと考えられる。
4　経済史講座の設置と変遷
　昭和13年8月の平沼の死去のあと，昭和14年より，商業史は経済史と名称を
変えて入交好脩が担当することとなった。この名称の変更は，大正から昭和に
かけて勃興してきた経済史の隆盛を反映するものであった。すでに昭和5年12
月，全国諸大学の経済史・法制史・杜会史・思想史関係の教授のみたらず，在
野の地方史家までを網羅したr杜会経済史学会」が結成されており，平沼はそ
の理事代表（会長）に就任していた。
　入交は昭和7年3月早稲田大学商学部を卒業，平沼の門下として商業史担当
を予定されていたが，昭和初期における経済史の勃興という環境の中で始めて
科学的な経済史の研究に従事したため，平沼の講座をひきつぐに当って，商業
史を経済史と改めたものである。
　こうして，商学部における経済史の講義は，昭和14年以後今日まで続くこと
になるが，昭和20年度の1ケ年だけ，経済史とならんで産業史がおかれた時期
があ私これは，当時の戦時体割に応じて，商学部を産業経営学部に改組する
とともに，学部のカリキュラムを刷新せよという政府の要請によるものであ
り，これについては，〔表皿〕をみて頂きたい。
　このような政府の要請によって，昭和20年度の商学都の学科配当は，経済
史・経済学原理を北沢新次郎が担当し，新設された産業史を入交好脩が担当し
ている。しかし，このカリキュラムも1ケ年しか行われず，終戦後の昭和21午
以後の学科配当においては，産業史は廃止されて経済史1講座となり，入交が
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　　　　　　　　　　〔表皿〕商学部刷新要項
一商学部の改組
　時局に鑑み商学部の内容に刷新を施す
二教育目的
　東亜共栄圏確立に寄与するために的確に国家目的を把握し，且つ産業技術に関し造
　詣深き一経営指導者を育成するを以て主眼とす
三学科目決定方針
　工業に関する学術修得に重点を置くことを以て特徴たらしむ
四経過的規定
　学生就学の状況を勘案して学科目の編制替を実施す
　　　　　　　　　　産業経営学部学科配当表
第一学年　時数1第二学年　時数
憲　　　　法
経済学原理
統制経済論
産　業　史
経済地理
交　　通　　論
経営経済学
経営統計
経営経理
民法（総則）
機械工学
工業材料
基礎数理
外　　国　語
計
1　工業経済論
2　配　　給　　論
1　金　融　論
1　保　　険　　論
1　物　資　論
2　会計学原論
2　工業会計
1　経営経理
3　　民法（物権債権）
1　化学工学
1　電気工学
1　　図　　　　学
：1算導国演墓
24 計 25
第三学年
東亜経済論
財　政　学
交　　易　　論
工場経営
勤労管理原価会計
経営監査
商　　　　法
統制経済法
建設工学
鉱業工学
指導演習
外　　国　語
計
時数
22
　1．外国語は華・独・仏・英の四国語とたす。猶随意科目として華・独・仏・英の四
　国語を教授す。
　2．本学科配当表には教錬及び体錬の時間を掲載せず。
　3．一時間授業の学科は前期後期こ纏めてこれを行ふo
これを担当するという旧の状況に立戻っている。
　この入交によって担当された経済史は，のちにみるように〔一般〕経済史で
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あり，必ずしも目本・西洋を区別するものではなく，平沼の〔一般〕商業史と
同じく，比較経済史的内容の濃いものであった。そして，こうした形で今日ま
で続くとともに，入交の門下生である鳥羽欽一郎，工藤恭吉，市川孝正が，新
制大学への移行に伴う学生数の増大，クラス数の増加に応じて，入交とならん
で経済史の講座を担当した。
　こうした中での大きな変化は，学問の進化に伴って，〔一般〕経済史のさら
に分化した講座として，西洋経済史と日本経済史の講座が，高学年を対象とし
て設置されたことであ飢西洋経済史は昭和32年より設置され，始め鳥羽が担
当し，昭和48年より客員教授の高橋幸八郎がこれに加わった。また目本経済史
も昭和32年より設置され，その当初から今目まで，工藤恭吉が担当している。
こうして，商学部における経済史は，一般経済史，西洋経済史，日本経済史の
三本立てとLて今目に至っているのである。
　また，戦後におげる経営学の発展を反映して，経済史とならんで経営史が隆
盛してきたことにより，昭和45年より経営史の講座が新設されたのも，犬きな
変化の一つであ私この経営史は，設置以来今日まで，鳥羽が担当してい私
5　経済史・西洋経済史・経営史の内容
　昭和14年以後入交によって担当された経済史は，平沼の時代の商業史と同
様，日本・西洋を兼ねた比較経済史の立場に立つものであった。入交自身は日
本経済史家，とくに幕末から明治維新の専門家として著名であったが，講義そ
のものは，イギリス，ドイツ，フラソスなどの経済発展を日本のそれと比較す
るという，比較経済史の立場の濃いものであったことは，何度か改訂されなが
ら使用されているテキスト「経済史学の理論と実証」（雄松堂刊）によっても
明らかである。
　入交の主著・編著としては，その外にr清良記一親民鑑月集一」（御茶の水
書房・近藤出版杜），「岩崎弥太郎」（人物叢書，吉川弘文館），「武藤山治」（人
　ユ170
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物叢書，吉川弘文館），「足利織物史上・下・別巻」（早稲田大学経済史学会），
「経済史学論集」（大塚久雄と共編，河出書房新杜），「経済史学入門」（井上幸
治と共編，広文杜）などがあるが，演習を除く経済史の講義は，あくまでも，
西欧におげる経済発展を軸としての経済史の考察であり，たとえ目本経済史を
講ずる場合においても，その背後には，世界的視野での経済史観がみられた。
その門下に，鳥羽，あるいは原輝史のような西洋経済史家がでるのは，こうし
たところに原因があろう。したがって，入交の担当した経済史も，平沼の商業
史と同様，目本と西洋とを特に区別しない〔一般〕経済史であったことに注意
すべきである。
　昭和32年より設置された西洋経済史は，アメリカ経済史を中心とするもので
あった。担当者の鳥羽は，昭和24年早稲田大学商学部を卒業し，昭和33～35
年にアメリカのハーバード大学に留学した。そうした関係もあってアメリカ経
済史の分野を専攻することになったのであるが，かつて平沼には「近世アメリ
カ経済の史的発展」（r早稲田商学」第10巻3・4号，昭和．9年10月刊）という
論文があることを考えると，平沼以来の伝統がなお生き続けているともいえよ
う。鳥羽にはアメリカ経済史についての論文が多数あるが，著書としては「近
代経済史」（目本評論杜，昭和33年刊）があり，テキストとして使用された。
　この西洋経済史の担当老には，昭和48年から高橋幸八郎が加わり，さらに昭
和49年からは鳥羽が経営史の講義に専念することになったため，高橋一人で担
当することになった。高橋は昭和10年東京帝国大学西洋史学科を卒業したの
ち，京城大学，東京大学を経て，昭和48年より客員教授とLて早稲田に招かれ
た。高橋の主著にはr近代杜会成立史論」（御茶の水書房・日本評論杜），「市
民革命の構造」（御茶の水書房）などがあるが，フラソス近世史の専門家であ
り，したがって，その講義は，フラソスを中心とした比較経済史の色彩の濃い
ものであった。
　昭和45年から設置された経営史は，戦後における目覚しい企業発展を反映す
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るものであった。つまり，マクロの経済発展を考察する経済史だけでは商学部
の講義として不十分となり，ミクロの立場，すなわち企業の視点から経済発展
を考えてゆく必要が生じたためである。ハーバードのビジネス・スクールで経
営史（Business　HistOry）を学んだ鳥羽は，かつての商業史にかわるミクロ
の経済史として，商学部に経営史を導入したのである。鳥羽の主著の一つであ
る「企業発展の史的研究」（ダイヤモソド杜，昭和45年）は，鳥羽がノースウ
ユスタソ大学に滞在中の昭和44年に執筆Lたものであるが，経営史講座の設置
以未今日まで，テキストの一つとして使用されている。
6　比較史学の系譜
　以上，明治37年の早稲田大学商科本科の設置以来の72年間にわたる西洋商業
史講座の変遷をみたのであるが，それは，西洋商業史→〔一般〕商業史→〔一
般〕経済史→西洋経済史という形をとり，常に比較史という立場を貢きなが
ら，時代の要請に応じて，進化し分化してきたことが判る。とくに，戦後にお
ける経営史講座の設置などは，こうした時代的要請に即応したものであった，
といえよう。
　ところで，商学という学問領域は，明治以来，日本が経済的後発国だという
事情もあって，西欧の学問的影響をうけることが大きかったし，また，西欧の
学問発展の跡を追いこれを教育に生かすことによって，わが国の経済・企業経
営の発達に貢献してきた。いいかえるならば，西欧の学問の紹介，導入，そし
てこれを日本化してゆくところに，その大きな役割があったと考えられ私し
たがって，以上でみた商学部における西洋商業史講座の変遷も，当然こうした
事情を反映するものであったことはいうまでもない。
　このような状況の下で，商学部における西洋商業史・経済史関係の講座が常
に西洋と目本という比較史的立場で貫かれてきたことは，その大きな特徴の一
つであるとともに，絶えず変化するピジネスの要諸に応ずるための，最もよい
　ユユア2
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方法ではなかったか，と考えられる。こうした意味で，目本と西洋がはじめか
ら分化して独自に発展し，そのため両考の関係が疎遠となってしまうよりは，
一般商業史・一般経済史という形で両老を兼ねる形で講義が行われてきたこと
は，商学部におげる史学教育のために非常に有益であったと共に，その学問的
発展のためにも，極めて有効であったと考えられるのであ乱
1〃3
